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以
上
ま
で
述
べ
て
き
た
不
審
に
対
す
る
明
快
な
解
答
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
紀
州
本
の
校
異
の
部
分
と
、
そ
れ
に
あ
た
る
天
治
本
の
笛
所
と
を
あ

わ
せ
示
そ
う
。

⑩
一
九
四
四

紀天紀
州 治 州
本木本
-， -， -， 

キちチ
ミらラ
カまマ
ミくク
キ|をア
ヌ|しシ
ニみミ|
rヘ」〆「

ケ( キ
ソ25 江
江ご
」

⑩
二

O
六
五

天
治
本
「
き
み
か
み
き
ぬ
に
」

紀
州
本
「
キ
リ
タ
チ
ワ
タ
ル
(
ワ
タ
リ
江
)
」

天
治
本
「
き
り
た
ち
わ
た
る
」

な
お
、
天
治
本
の
一
九
四
回
、
二

O
六
八
番
歌
は

『校
本
新
増
補
』
に
、
二

O
六
五
番
歌
は
『
同
新
増
補
追
補
』
に
比
校
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も

度
々
言
及
し
た
と
お
り
、
天
治
本
は
忠
兼
本
の
姿
を
最
も
よ
く
伝
え
る
伝
本

で
あ
り
、
そ
れ
は
校
異
の
様
相
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
右
の
三
例

で
は
、
紀
州
本
に
見
え
る
校
異
を
、
天
治
本
は
記
し
と
ど
め
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
紀
州
本
の
校
異
が
忠
兼
本
の
校
合
に
由
来
す
る
も
の
で
は

⑩
二

O
六
八

な
く
、
別
途
の
校
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
紀
州
本
巻
第
十
に
存
す
る
江
家
本
校
異
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
が
忠
兼
本
の
校
合
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認

紀
州
本
万
葉
集
巻
第
十
以
前
の
系
統
と
江
家
本
の
校
異

は
じ
め
に
指
摘
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

結
論
を
導
く
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
江
家
本
校
異
が
忠
兼
本
の
校
合
に
出
る
も
の

で
な
い
こ
と
か
ら
、
巻
第
十
の
奥
書
を
裏
付
け
る
も
の
と
は
な
り
え
や
す
、
元

来
両
者
は
無
関
係
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
奥
章
一
回
の
信
憲
性
は
や
は
り
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
は
別
途

書
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
紀
州
本
巻
第
十
以
前
の
伝
来
を
語
る
も
の
と

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
も
と
よ
り
こ
れ
ら
江
家
本
校
異
自

身
も
忠
兼
本
系
統
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
紀
州
本
巻
第
十
以
前
を
忠
兼
本
系
統
と
す
る
よ
り
ど
こ
ろ

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

と
目
さ
れ
た
、
巻
第
十
の
奥
書
な
ら
び
に
江
家
本
校
異
は
、

根
拠
と
は
な
り
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
も
そ
の

そ
れ
で
は
、
紀
州
本
巻
第
十
以
前
は
ど
の
系
統
に
属
す
る
の
か
が
次
の
問

題
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
別
途
の
方
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
江
家
本
校
異
が
い
か
な
る
経
緯
で
紀
州
本
巻
第
十

に
と
ど
め
ら
れ
た
の
か
も
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
よ
り
も
む

し
ろ
本
稿
と
し
て
は
、
江
家
本
校
異
が
忠
兼
本
の
校
合
以
外
に
も
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
忠
兼
本
校
合
本
の
校
異
の
存
在

を
一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
忠
兼
本
系
統
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
、
伝

壬
生
隆
祐
筆
本
お
よ
び
尼
崎
本
の
系
統
に
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
も
問
題
と
な
る
の
は
江
家
本
と
同

七



紀
州
本
万
葉
集
巻
第
十
以
前
の
系
統
と
江
家
本
の
校
異

じ
く
散
逸
本
の
梁
園
御
本
・
孝
言
朝
臣
本
で
あ
る
。
万
葉
集
の
伝
来
史
に
名

を
と
ど
め
な
が
ら
も
現
存
し
な
い
本
、
つ
ま
り
散
逸
本
は
数
多
い
が
、
従
来

こ
れ
ら
が
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
散
逸
本
の

研
究
が
万
葉
集
の
伝
来
や
享
受
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
存
諸
本
の
系
統
研
究
に

も
少
な
か
ら
ぬ
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
の
方
法
も

そ
れ
に
基
づ
く
。
万
葉
集
伝
本
の
系
統
研
究
が
手
詰
り
状
態
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
こ
う
し
た
方
法
の
も
つ
価
値
は
小
さ
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

7注

以
下
に
触
れ
る
と
お
り

『校
本
』
も
ひ
と
ま
ず
こ
の
立
場
を
と
る
。
紀
州

本
巻
第
十
の
奥
蓄
が
前
半
十
巻
の
伝
来
を
語
る
も
の
か
、
巻
第
十
の
み
の
伝

来
を
記
し
た
も
の
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
稿
の
結

論
を
ふ
ま
え
た
上
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
以

下
の
論
述
で
は
、
巻
第
十
奥
設
は
ひ
と
ま
ず
前
半
十
巻
に
か
か
る
も
の
と
し

て
記
す
こ
と
と
す
る
。

(
2
)

『校
本
万
葉
集
首
巻
』
三
六
二
、
三
六
三
頁
。

(
3
)

注

(
2
)
前
掲
誓
三
六

O
頁。

(
4
)

注

(
2
)
前
掲
舎
三
六
三
頁
。

(
5
)

注

(
2
)
前
掲
書
「
万
葉
集
諸
本
系
統
の
研
究
第
三
章
第
二
節

第
十
以
前
L

(
6
)

注

(
2
)
前
掲
輩
出
一
一
二
四
頁
。

神
田
本
巻

J¥ 

(
7
)

た
だ
し
、
奥
脅
に
は
江
家
本
の
校
合
に
つ
い
て
が
抜
け
て
い
る
。
し
か
し
、

他
の
忠
兼
本
系
統
の
奥
書
か
ら
見
て
、
誤
っ
て
脱
し
た
も
の
と
判
断
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

(8)

仰
天
治
本
万
葉
集
巻
第
二
奥
書
(
検
天
治
万
葉
集
)

大
治
四
年
二
月
廿
六
日
書
写
畢

以
肥
後
前
司
忠
栄
之
本
書
写
門

U
江
家
本
孝
言
本
梁
図
御
本
〔

U

本
比
校
了
由
在
奥
君
。
又
以
円

U
同
一
校
了
。

伸
文
永
三
年
本
万
葉
集
巻
第
二
十
奥
書
(
西
本
願
寺
本
万
葉
集
)

先
度
書
本
云

斯
本
者
、
肥
後
大
進
忠
兼
之
哲
也
。
件
表
紙
哲
一
玄
、
以
讃
州
本
書
写
皐
。

以
江
家
本
校
畢
。
又
以
梁
園
御
本
校
畢
。
又
以
孝
言
朝
臣
本
校
撃
者
、

可
謂
証
本
者
欺
。

料
品
市
裳
御
本
万
葉
集
巻
第
一
奥
書
(
京
都
大
学
本
万
葉
集
)

又
本
奥
初
云

斯
本
者
肥
後
大
進
忠
兼
之
哲
也
。
件
本
表
紙
苦
云
、
讃
州
本
書
写
了
。

以
江
家
本
校
了
。
又
以
梁
園
御
本
校
了
。
又
以
孝
言
朝
臣
本
校
了
者
、

可
謂
証
本
者
敗
。

な
お
、
飛
鳥
井
本
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

伺
飛
鳥
井
本
万
葉
集
巻
第
一
奥
書

蓄
本
云
、
斯
本
者
肥
後
大
進
忠
兼
之
書
也
。
而
施
入
雲
居
寺
了
。
予
借

請
彼
ヰ
寸
香
山
房
所
書
写
也
。
件
本
表
紙
書
云
、
以
讃
州
本
書
写
畢
。
以



江
家
本
校
了
。
又
以
梁
園
御
本
校
了
。
又
以
孝
言
朝
臣
本
校
了
者
、
可

謂
証
本
者
敗
。

以
警
本

一
校
皐

党
元
々
年
後
七
月
廿
三
日
以
両
証
本
開
校

点

了

。

親

行

一広
々

応
永
廿
五
年
蹴
五
月

一
日
於
東
山
汁
谷
財
光
房
書
写
了
。

(9)

「紀
州
本
万
葉
集
」
(
『万
葉
集
の
研
究
第
二

万
葉
集
古
写
本
の
研
究
』

岩
波
書
居
、
昭
和
十
九
年
三
月
所
収
)

(
叩
)
「
挺
L

{

子
は
、
正
確
に
は
努
の
「
廷
」
が
「
庭
L

と
な
っ
て
い
る
。
文
字

と
し
て
は
「
挺
」
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
a

芳
を
1

庭
」
と
す
る
字
が
平
安
朝
で

の
通
行
の
文
字
で
あ
っ
た
と
も
察
せ
ら
れ
る
。
な
お
、
制
稿
「
江
家
本
万
葉

集
逸
文
考
|
|
伝
来
と
本
文
に
つ
い
て
1
1
1」
(
『
美
夫
君
志
』
第
六
十
二

号
、
平
成
十
三
年
四
月
)
に
こ
の
字
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
が
あ
る
。

(日
)
検
天
治
本
の
例
は
以
下
の
二
例
も
含
め
て
朱
で
記
さ
れ
て

い
る
。

(
ロ
)
尼
崎
本
に
見
え
る
江
家
本
校
異
の
例
は
、

二
例
と
も
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
注

(
8
)
の
川
天
治
本
万
葉
集
巻
第
二
奥
古
参
照
。
な
お
、
天
治
本
巻
第
十

三
奥
警
に
も
、

天
治
一
元
年
六
月
け
五
日
辰
時
書
写
了
。
以
肥
後
前
司
本
也
。
件
本
諸
家

本
委
比
校
了
云
々
。

と
あ
る
。

(
M
)

注
(8)
の
伸
文
永
三
年
本
万
葉
集
巻
第
二
十
奥
書
参
照
。
な
お
、
橋
本
進

士
口
氏
「
万
葉
集
仙
党
本
と
天
治
本
」
(
『心
の
花
』
第
十
九
巻
第
三
号
、
大
正

紀
州
本
万
葉
集
巻
第
十
以
前
の
系
統
と
江
家
本
の
校
異

四
年
三
月
。
注

(
1
)
前
掲
書
所
収
)
に
詳
し
い
。

(
日
)
注

(
2
)
前
掲
謹
二
九
九
頁
。
な
お
、
「
た
ず
一
個
処
孝
本
と
註
し
た
も
の

が
あ
る
」
と
は
巻
第
九

・
一
六
八
七
に
見
え
る
校
異
を
指
す
。
し
か
し
、
第

三
節
で
掲
げ
た
と
お
り
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
に
は
も
う

一
箇
所
悶
巻

一
七
二

五
に
孝
言
朝
臣
本
の
校
異
が
残
る
。
因
に
、
両
校
奥
と
も
本
文
と
は
別
筆
と

見
ら
れ
る
。

(
凶
)
「
万
葉
集
諸
本
解
説
増
補
尼
崎
本
万
葉
集
凡
な
お
、
既
に
掲
げ
た
と
お

り
、
そ
の
後
出
現
し
た
断
簡
に
孝
言
朝
臣
本
の
校
異
が
二
例
見
ら
れ
る
。

(
げ
)
厳
密
に
は
本
文
の
例
が
一
例
あ
る
。
第
二
節
で
挙
げ
た
二
二
九
二
の
例
で

あ
る
。
こ
の
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
本
文
の
校
異
と
い
う
よ
り
、
本

文
は
訓
に
付
随
し
て
参
考
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

(
時
)
巻
第
四
・
四
八
八
に
存
す
る

此
寄
入
第
八
巻
秋
相
聞
初
可
尋
但
讃
州
本
江
本
梁
図
御
本
孝
言
本
字
治

資
蔵
本
等
皆
有
之

と
の
注
文
に
そ
の
名
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
注
文
は
紀
州
本

(
朱
)
、
西
本
願
寺
本
(
朱
)
、
大
矢
本
(
朱
)
、
京
都
大
学
本
(
朱
)
、
神
宮
文
庫

本
(
繭
)
、
細
井
本
に
見
ら
れ
る
。

(
四
)
こ
の
校
異
の
詳
細
を

『校
本
』
の
記
述
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
「
京
『
ツ
ケ

テ
シ
オ
モ
へ
ハ
』O

『テ
シ
』
ノ
右
ニ
絡
『
江
本
』
ア
リ
。
よ
口
』
ノ
左
ニ
締

ツ
ケ
テ
シ

『ツ
キ
』
ア
リ
。頭品目回拙舶

『江
本
血
口
』
ア
リ
」
で
あ
る
。

本
文
の
下
に
小
字
で
「
納
」
と
あ
る
が
、
そ
の
記
し
方
か
ら
見
て
、
江
家

20 
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紀
州
本
万
葉
集
巻
第
十
以
前
の
系
統
と
江
家
本
の
校
異

本
の
校
異
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

仙
党
本
系
統
の
本
文
の
書
入
れ
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
二
二
二
三
、
二
二
五
二
の
例
は
本
文
の
校
異
の
た
め
除
い
た
と
も
考
え
う

る
が
、
二

O
Oこ
の
例
は
訓
の
校
異
で
あ
り
、
説
明
で
き
な
い
。

(n)
注
(
叩
)
前
掲
拙
稿
で
は
四
例
と
し
た
。
こ
れ
は
こ

O
O
二
の
例
を
見
落
と

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
訂
す
る
。

(
お
)
注
(
叩
)
前
掲
拙
稿
。

(M)

禁
裏
御
本
に
本
文
に
つ
い
て
の
校
異
が
見
え
な
い
こ
と
に
加
え
、
忠
兼
本

四
O 

系
統
の
伝
本
が
い
ず
れ
も
「
挺
」
に
作
っ
て
い
る
。
な
お
、
西
本
願
寺
本
・

陽
明
本

・
大
矢
本
は
芳
を
「
庭
」
と
す
る
{
子
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
注
(
叩
)
参
照
。

(
お
)
江
家
本
の
訓
「
ケ
ソ
」
の
「
ソ
」
は
、
「
シ
L

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(
き
た
い
か
つ
や
・
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
)



「白
鳥
」
の
訓
な
ど

問
題
の
所
在

首
問
葉
歌
に
用
い
ら
れ
た
語
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
諸
伝
本
の
あ
い
だ
で
は

訓
に
異
同
が
な
く
、
問
題
が
な
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
場
合
で
も
、
そ
の
語
の

使
用
例
に
ひ
ろ
く
当
た
っ
て
み
る
と
、
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
少

つ
ぎ
の
歌
冒
頭
の
「
白
鳥
」
は
、
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ

な
か
ら
ず
あ
る
。

で
あ
る
。

鷺
坂
作
歌
一
首

白
鳥
鷺
坂
山
松
影
宿
而
往
奈
夜
毛
深
往
乎
(
9
一
六
八
七
人

一
般
に
こ
の
歌
は
、

麻
呂
歌
集
)

シ
ラ
ト
リ
ノ
サ
ギ
サ
カ
ヤ
マ
ノ
マ
ツ
カ
ゲ
ニ
ヤ
ド
リ
テ
ユ
カ
ナ
ヨ
モ
フ

ケ
ユ
ク
ヲ

と
訓
ま
れ
、
第
一
句
に
つ
い
て
現
存
諸
伝
本
聞
に
異
同
は
な
い
(
『校
本
高
葉

集
』
に
よ
る
。
以
下
同
様
)
。
た
だ
し
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
は
平
仮
名
書
き
で

「
し
ら
と
り
の
」
の
「
ら
」
の
右
に
「
ロ
孝
本
」
と
書
か
れ
、
現
存
し
な
い

「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

山

崎

イ建

司

惟
宗
孝
言
本
に
シ
ロ

ト
リ
ノ
の
訓
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

寓
葉
集
中
の
「
白
鳥
」
の
用
例
と
し
て
は
、
他
に
も
う
一
例
、

白
鳥
能
飛
羽
山
松
之
待
乍
曽
吾
恋
度
此
月
比
乎
(
4
五
八
八

が
あ
る
。
そ
の
第
一
句
の
旧
訓
は
「
シ
ロ
ト
リ
ノ
L

。
こ
れ
に
対
し
紀
州

本
・
類
衆
古
集
・
古
葉
略
類
衆
抄
で
は
「
シ
ラ
ト
リ
ノ
」
(
類
衆
古
集
は
平
仮

名
書
き
)
、
元
暦
本
で
は
訓
の
左
側
に
シ
ラ
ト
リ
ノ
、
西
本
願
寺
本
・
大
矢

本
で
は
本
文
「
白
」
の
左
側
に
シ
ラ
を
そ
れ
ぞ
れ
併
記
、
出
出
瀬
本
・
神
宮
文

庫
本
で
は
ロ
を
消
し
て
ラ
に
改
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
八
八
歌
で

は
仙
覚
本
系
、
非
仙
覚
本
系
を
問
わ
ず
シ
ラ
ト
リ
ノ
が
優
勢
な
が
ら
、
温
故

堂
本

・
京
大
本
・
活
字
附
訓
本
な
ど
が
旧
訓
の
み
を
記
し
、
シ
ロ
ト
リ
の
訓

も
支
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

笠
女
郎
)

右
の
寓
葉
歌
ニ
首
の
「
白
鳥
」
の
正
し
い
訓
は
、
シ
ラ
ト
リ
か
、
シ
ロ

ト

リ
か
。
事
は
寓
葉
集
中
に
仮
名
書
き
例
が
あ
れ
ば
簡
単
に
解
決
し
そ
う
に
思

わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
「
白
鳥
L

に
対
応
す
る
仮
名
書
き
例
は
な
く
、
同
様
に

「白

1
」
の
形
を
も
っ
寸
白
髪
」
に
お
い
て
は
「
シ
ラ
カ
」
の
語
形
と
「
之

四



「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

路
髪
」
の
仮
名
書
き
例
と
が
あ
り
、
複
合
語
に
お
け
る
露
出
形

・
被
覆
形
の

捉
え
方
と
も
か
か
わ
っ
て
、
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
。
現
に
、
右
二
首
の

「
白
鳥
」
の
訓
と
し
て
、

『新
編
全
集
』
で
は
、

『常
陸
国
風
土
記
』
(
香
島

郡
)
に
「
志
漏
止
利
L

の
仮
名
章
一
言
C

例
が
あ
り
、

『和
名
抄
』
に
も
「
之
呂
止

利
」
の
訓
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
シ
ロ
ト
リ
と
訓
ん
で
い

る
。
本
稿
で
は
、
右
二
首
の
「
白
鳥
」
の
訓
の
決
定
を
試
み
る
に
際
し
、
上

代
に
お
け
る
「
白

i
L
の
用
例
の
検
討
を
と
お
し
て
、
シ
ラ
ー
と
訓
む
場
合

と
シ
ロ

1
と
訓
む
場
合
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら

考
え
て
み
た
い
。

風
土
記
・
和
名
抄
に
お
け
る
シ
口
ト
リ
の
文
脈

シ
ロ

ト
リ
の
仮
名
書
き
例
が
あ
る
二
例
の
う
ち
、
ま
ず
は

『常
陸
国
風
土

記
』
の
用
例
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

郡
の
北
三
十
里
に
、
白
鳥
の
呈
あ
り
。
古
老
の
日
く
、
伊
久
米
の
天
皇

み

よ

あ

め

を

と

め

な

の
世
に
、
白
鳥
有
り
。
天
よ
り
飛
び
来
り
、
僅
女
と
化
為
り
て
、
タ
に

し

上
り
朝
に
下
る
。
石
を
摘
て
池
を
造
り
、
其
の
堤
を
築
か
む
と
為
て
、

い

た

づ

ら

か

さ

つ

〈

徒
に
日
月
を
積
ね
て
、
築
き
で
は
壊
え
て
、
作
成
す
こ
と
得
、
す
。
僅

女
等
、
志
漏
止
利
乃

安
良
布
麻
自
右

芳
我
都
々
弥
乎

都
々
牟
止
母

四

疑

波
古
叡

の

ぼ

〈

だ

斯
く
口
々
に
唱
ひ
て
天
に
升
り
、
復
降
り
来
ぎ
り
き
。
此
に
由
り
て
其

な
づ

の
所
を
白
鳥
の
郷
と
号
く
。

(
原
漢
文
。
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
原
文
の
漢
字
を
生
か
す
よ
う
に
努
め
、
歌
は
原

文
の
ま
ま
示
し
た
。
)

仮
名
書
き
に
さ
れ
た
シ
ロ

ト
リ
は
歌
の
冒
頭
に
見
え
る
。
な
お
、
こ
の
歌

の
後
半
以
降
は
、
本
文
に
問
題
が
あ
り
、
歌
の
解
釈
や
後
文
の
訓
読
に
つ
い

て
諸
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
歌
前
半
の
「
志
漏
止
利
乃
芳
我
都
々
弥
乎

都
々
牟
止
母
L

は
、
地
の
文
の
文
脈
と
重
ね
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
「
白
鳥
の
羽

が
堤
を
つ
つ
む
と
も
」
の
意
と
解
し
て
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
文
章
は
、

『続
日
本
紀
』
元
明
天
皇
和
銅
六
年
(
七
二
ニ
)
五

月
甲
子
条
所
載
の
風
土
記
撰
進
の
官
符
に
あ
る
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
に

呼
応
す
る
地
名
説
話
で
あ
る
が
、
い
ま
ひ
と
つ
の
シ
ロ
ト
リ
の
用
例
で
あ
る

『和
名
抄
』
の
そ
れ
は
、
二
十
巻
本
巻
九
に
載
る
、
讃
岐
国
大
内
郡
の
や
は

(
1
)
 

り
地
名
で
あ
る
。
「
白
鳥
」
を
シ
ロ
ト
リ
と
訓
ず
る
仮
名
書
き
例
は
、
い
ず

れ
も
地
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
冒
頭
の
二
首
の
訓
を
考
え
る
際
に
、
地
名
(
間

有
名
詞
)
は
参
考
に
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

高
葉
集
の
古
写
本
の
訓
は
梨
査
の
古
点
よ
り
測
る
こ
と
は
で
き
ず
、
古
点
が

施
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
成
立
し
た

『和
名
抄
』
の
訓
や
、
郡
の
下
に
里
を



お
く
書
式
が

『出
雲
国
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
る
霊
亀
元
年
(
七
一
五
)
の
式

施
行
以
前
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
、
撰
進
の
命
の
下
り
た
和
銅
六
年
を

そ
れ
ほ
ど
降
ら
な
い
こ
ろ
の
成
立
と
目
さ
れ
る

『常
陸
国
風
土
記
』
の
訓
は
、

高
葉
歌
の
詠
ま
れ
た
時
期
に
よ
り
近
接
す
る
も
の
と
し
て
の
資
料
価
値
を
有

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
白
鳥
(
能
)
」
に
下
接
す
る
「
鷺
坂
山
」
も
寸
飛
羽
山
」

も
地
名
で
あ
り
、
「
白
鳥
」
が
地
名
に
か
か
わ
る
点
で
、

『風
土
記
』
や

『和

名
抄
』
の
用
例
と
積
極
的
に
関
係
づ
け
よ
う
と
す
る
立
場
も
一
理
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
、
諸
注
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
間
坂
山
」
に
冠
せ
ら
れ
る
「
白

鳥
の
」
は
、
白
い
鳥
で
あ
る
鷺
の
意
で
鷺
坂
山
の
地
名
に
懸
け
た
も
の
で
あ

り
、
寸
飛
羽
山
」
に
冠
せ
ら
れ
る
そ
れ
は
白
い
鳥
が
飛
ぶ
、
の
意
で
飛
羽
山

の
地
名
に
懸
け
た
も
の
で
あ
る
。

『代
匠
記
』
(
精
撰
本
)
が
前
者
を
注
し
て

「
景
行
紀
仲
哀
紀
ニ
見
エ
タ
ル
白
鳥
ハ
別
ナ
リ
」
と
記
す
の
は
、
日
本
武
尊

の
物
語
の
文
脈
(
『古
事
記
』
で
は
「
八
尋
白
智
鳥
H
ヤ
ヒ
ロ
シ
ロ
チ
ド
リ
L
)

と

は
か
か
わ
ら
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
た
も
の
と
思
し
い
。
ま
た
、
後
者
に
つ

い
て
『
代
匠
記
』
(
初
稿
本
)
以
下
数
種
の
注
に
、
「
震
公
鳥
飛
幡
之
浦
L

(ロ
=二

六
五
)
を
参
考
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
震
公
鳥
が
飛
ぶ
飛
幡
の
浦
と

い
う
表
現
の
構
造
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
の
文
脈

理
解
は
、
説
話
的
文
脈
に
登
場
す
る
霊
的
性
格
を
も
っ
「
白
鳥
L

と
普
通
名

詞
の
そ
れ
と
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
寸
鷺
坂
山
L

「
飛
羽
山
」
に
冠

「白
鳥
」
の
訓
な
ど

せ
ら
れ
た
「
白
鳥
」
に
つ
い
て
は
普
通
名
詞
と
し
て
の
用
法
と
判
断
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
「
鷺
坂
山
」
の
「
白
鳥
」
も
「
飛
羽
山
」
の
「
白

鳥
」
も
、
白
い
鳥
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の

と
み
な
し
、

『風
土
記
』
や

『和
名
抄
』
の
用
例
と
は
一
線
を
劃
す
る
見
方

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
区
別
が
認
め
ら
れ

る
と
し
て
も
、
何
故
一
方
が
シ
ラ
ト
リ
と
訓
ま
れ
、
他
方
が
シ
ロ
ト
リ
と
訓

ま
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
白
鳥
か
ら
範
囲
を
ひ
ろ
げ
、
「
白

i
L
の
形
を
と
る
複
合
語
に

注
目
し
て
み
る
と
、
さ
き
に
触
れ
た
「
白
髪
」
の
ほ
か
に
も
、
寸
白
タ
へ
」

「
白
酒
」
な
ど
は
シ
ロ

1
の
用
例
と
し
て
数
え
ら
れ
、
シ
ラ

1
の
形
と
シ
ロ

ー
の
形
と
が
対
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
対
立
が
い
か
に
し
て

生
じ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
冒
頭
の
二
首
の
訓

も
お
の
ず
と
決
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
次
節
で
は
、
「
白
鳥
L

の
用
例
か
ら
一
日
一離
れ
、
前
向
葉
集
を
中

心
に
「
白

1
」
の
用
例
に
つ
い
て
、
シ
ラ

1
と
シ
ロ

1
の
訓
を
も
つ
も
の
を

ひ
ろ
く
集
め
、
両
者
を
対
比
し
な
が
ら
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

シ
ラ

i
と
シ
ロ

1
の
用
語
例
の
対
比

高
葉
集
に
お
け
る
シ
ラ

1
の
用
例
か
ら
見
て
い
く
。
そ
の
際
、
仮
名
書
き

四



「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

例
に
よ
り
シ
ラ

1
の
語
形
が
確
認
さ
れ
る
も
の
を
A
、
仮
名
書
き
例
は
な
い

も
の
の
寓
葉
集
諸
本
の
訓
に
お
い
て
シ
ラ

1
と
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
を

B
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
処
置
を
施

す
の
は
、
後
者
に
お
い
て
は
現
存
諸
本
で
は
シ
ラ

1
と
附
訓
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
も
、
本
来
は
シ
ロ

1
と
訓
ま
れ
る
べ
き
語
で
あ
っ
た
可
能
性
を

少
な
か
ら
ず
含
ん
で
お
り
、
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な

お
、
か
か
り
方
・
語
義
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
枕
詞
「
白
縫
(
之
良
奴
日

・
斯
良

段
比
)
」
お
よ
び
語
義
未
詳
の
「
白
香
付

・
白
香
著
」
、
ま
た
地
名
「
白
神
」

「
白
埼
」
「
白
月
山
」
は
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
ま
た
、
「
白
麻
衣
」
は
シ
ロ

ア
サ
コ
ロ
モ
の
ほ
か
、
シ
ロ
キ
ア
サ
ギ
ヌ
、
シ
ロ
キ
ア
サ
ゴ
ロ
モ
な
ど
の
異

訓
が
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
対
象
か
ら
除
外
し
て
あ
ら
た
め
て
諸
訓
の
是
非
を
考

え
る
こ
と
に
し
た
い
。

A
、
シ
ラ

1
の
仮
名
書
き
例
を
も
っ
用
例
(
括
弧
内
は
仮
名
表
記
。
傍
線
を
附

し
た
語
は
仮
名
表
記
の
み

②①  

白
雲
(
之
良
久
毛

・
之
良
久
母
・
志
良
久
毛
・
忠
良
久
毛
)
三
三
例

'
レ
拘
り
私
九

e

白
玉
.
白
珠
・
真
珠
(
之
良
多
麻

・
志
良
多
麻
・
恩
良
多
麻

・
水
良
玉
)

例

④③  

白
露
(
之
良
都
由
)
三
二
例

白
浪
・
白
波
・
白
那
菊
(
之
良
奈
美
・
四
良
名
美
・
志
良
奈
美

・
思
良
名

四
四

美

・
思
良
奈
美
)
ム
ハ
一
例

白
塗
(
之
良
奴
里
)
二
例

白
嶺
(
恩
良
禰
二
例

白
祭
(
之
良
比
気
二
例

⑤
 

⑥
 

⑦
 

B
、
諸
本
に
お
け
る
白

1
の
訓
が
シ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
用
例

白
髪

・
真
白
髪

か

し

白

杜

代

一

例

一
例

様つ
にづ⑩⑮⑮⑪⑬⑮⑪⑬⑫⑪⑩⑨@

仮て
名高
書葉
き集
例に
のお
有け
無る
にシ
よロ
つ 1
ての
、用

C 例
と を
D 示
とす

別 シ
けラ
て 1
掲の
げ場
て合
みと
る同

例

自
民各
.~也

白白
管ゴ菅
自4
四
白例
管ゴ
{士己

伊l

二
例

白

浜

浪

二

例

白

紐

一

例

真

白

斑

一

例

ま

伝

ご

ま

な

ご

白
細
砂

・
白

沙

白
浜

例

白
真
弓
・
白
檀
弓

・
白
組

ノ、
例

白白
木ゆ雪
綿3
花L七
伊l
四
例



c、
シ
ロ

1
の
仮
名
書
き
例
を
も
っ
用
例

@
白
髪
(
之
路
髪
)
五
例

た

へ

た

へ

た

へ

た

へ

た

へ

⑫
白
妙
・
白
布

・
白
拷
・
白
細
布
・
白
細
(
之
路
多
倍
)
七
二
例

D
、
諸
本
に
お
け
る
白

1
の
訓
が
シ
ロ
ー
と
な
っ
て
い
る
用
例

⑫

白

酒

例

ま
ず
A
に
つ
い
て
、
用
例
数
の
多
い
①
i
④
に
お
け
る
白
の
形
状
言
と
し

て
の
性
質
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

四
つ
の
う
ち
、
雲
一
と
波
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
色
彩
上
の
本
性
と
し
て
白
い
色

が
抽
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
い
も
の
で
あ
る
雲
も
し
く
は
波
と
い
う
認

(
2
)
 

識
で
白
雲
一
・
白
波
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
玉
に
つ
い
て
は
、

白
玉
以
外
に
赤
玉
や
語
源
未
詳
の
ヌ
パ
玉
な
ど
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
記

歌
謡
に
は
、

阿
加
陀
麻
(
赤
玉
)
は
絡
さ
へ
光
れ
ど

斯
良
多
麻
(
白
玉
)
の
君
が
装
し

貴
く
あ
り
け
り

(
記
七

の
よ
う
に
赤
玉
と
白
玉
を
対
比
的
に
歌
っ
た
例
も
み
ら
れ
る
。
玉
と
い
え
ば

た
だ
ち
に
白
色
の
も
の
が
想
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
よ
っ
て
、

雲
や
波
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
し
か
る
に
、
高
葉
集
に
み
ら

れ
る
白
玉
は
、

つ

車

ぎ

た

か

ず

こ

お

き

I
l
l
1
1

磁
の
上
に
爪
木
折
り
焼
き
汝
が
為
と
吾
が
潜
き
来
し
奥
つ
白
玉

寸
白
鳥
」
の
訓
な
ど

(
7
一一一

O
一一一

古
集
)

し

ら

た

ま

を

真
珠
は
緒
絶
え
し
に
き
と
聞
き
し
放
に
其
の
緒
を
ま
た
賀
き
五
口
が
玉
に

(日
三
八
一
四

念
の
#
。

思
良
多
麻
の
五
百
つ
集
ひ
を
手
に
結
び
お
こ
せ
む
海
人
は
む
が
し
く
も

せ
む

作
者
不
明
)

あ
る
か

大
伴
家
持
)

四
四
一

O
五

あ
る
い
は
、
巻
七
警
除
歌
「
寄
玉
」
歌
群
の
、

ょ

う

I
l
l
i
-
-

あ
ぢ
む
ら
の
と
を
依
る
海
に
船
浮
け
て
白
玉
採
る
と
人
に
知
ら
ゆ
な

人
麻
呂
歌
集
)

移
也
や
勺
切
』
+
り

1
1
1
1
1
1
1
1

遠
近
の
磁
の
中
に
あ
る
白
玉
を
人
に
知
ら
え
ず
見
む
よ
し
も
が
も

(
7
一
二
九
九

(
7
一三

O
O
同
右
)

わ

た

お

き

a
i
l
1
1よ
し

な

海
の
底
奥
つ
白
玉
縁
を
無
み
常
か
く
の
み
や
恋
ひ
わ
た
り
な
む

(
7
一
三
二
三

(3
)
 

の
よ
う
に
、
真
珠
と
解
す
べ
き
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
白
玉

は
、
赤
玉
や
ヌ
パ
玉
と
い
っ
た
別
色
の
玉
が
念
頭
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、

作
者
不
明
)

元
来
白
い
も
の
で
あ
る
(
真
珠
)
玉
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

玉
に
か
か
る
形
状
言
「
白
L

も
ま
た
、
白
雲
・
白
波
に
お
け
る
そ
れ
と
類
似

す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
玉
そ
れ
自
体

の
色
彩
的
本
性
が
白
と
い
う
よ
り
は
、
美
的
な
対
象
と
し
て
真
珠
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
白
い
属
性
に
注
目
し、

歌
語
と
し
て
定
着
さ
せ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
白
玉
の
例
に
は
白
雲

・
白
波
と
異
な
り
、
男
が
恋
い
焦
が
れ
る
相
手

四
五



「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

の
女
性
を
曾
え
る
例
が
多
い
の
も
、
こ
の
語
の
表
現
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

同
様
の
こ
と
は
、
露
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
即
物
的
に
は
水
滴
に
す
ぎ
な

い
露
の
色
を
白
と
捉
え
る
例
を
、
巻
十
秋
雑
歌
コ
詠
露
」
歌
群
に
つ
い
て
見

て
い
く
と
、
寸
白
露
」
の
語
を
も
つ
の
は
全
九
首
中
六
首
。
「
白
露
」
を
用
い

な
い
例
は
寒
さ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
二
首
(
一二

七
O
、
二
一
七
四
)
と
、
我

妹
子
が
露
を
散
ら
す
場
面
を
想
像
す
る
一
首
(
一
二
七
二
)
と
で
、
こ
れ
ら
と

対
照
す
る
と
、
「
白
露
」
の
例
は
、

あ

き

は

ぎ

さ

冷
芽
子
に
置
け
る
白
露
朝
な
朝
な
珠
と
し
ぞ
見
る
置
け
る
白
露

日
二
一
六
八

作
者
不
明
)

ゆ
ふ
だ
ち

ふ

暮
立
の
雨
落
る
ご
と
に
春
日
野
の
尾
花
が
上
の
白
露
念
ほ
ゆ

日
二
二
ハ
九

同
右
)

I

l

l

l

1

ど

も

さ
ほ

白
露
を
取
ら
ば
消
ぬ
べ
し
い
ざ
子
等
露
に
争
ひ
て
芽
子
の
遊
び
せ
む

10 

七

同
右
)

の
よ
う
に
、
賞
美
す
る
態
度
を
明
確
に
示
す
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
「
白

露
」
の
用
例
一
般
に
み
ら
れ
、
こ
の
諾
も
美
的
性
格
を
伴
っ
た
歌
語
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
な
お
、
短
を
白
で
形
容
す
る
の
は
、
光
り
輝
く
色
を
捉
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、

A
①

1
④
の
「
白
」
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、

白
を
冠
す
る
語
の
色
彩
上
の
本
性
を
強
調
的
に
示
す
場
合
と
、
臼
を
冠
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
美
的
性
絡
を
強
調
す
る
場
合
の
ふ
た
つ
が
認
め
ら
れ
た
。
も

四
六

っ
と
も
、
色
彩
上
の
本
性
を
強
調
的
に
示
す
場
合
と
捉
え
た
白
雲
一

・
白
波
の

例
に
つ
い
て
も
、
美
的
性
格
を
も
っ
歌
語
と
解
し
う
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

た
と
え
ば
、
白
雲
に
お
い
て
は
、

み
吉
野
の
高
城
の
山
に
白
雲
は
行
き
俸
り
て
た
な
び
け
り
見
ゆ
釈
通
観
)

(
3
三
五
三

さ
夜
深
け
ば
出
で
来
む
月
を
高
山
の
峯
の
白
雲
隠
す
ら
む
か
も作
者
不
明
)

(叩
二
三
三
こ

の
よ
う
に
、
山
と
取
り
あ
わ
さ
れ
た
例
、
白
波
に
お
い
て
は
、

とし
のは

。
。
。

I
l
l
l
-

毎
年
に
か
く
も
見
て
し
か
み
吉
野
の
清
き
河
内
の
た
ぎ
っ
白
浪

ー
も
、
ノ
¥

4

白、J
ノf
，、、，ノ

笠
金
村
)

l
i
p
-
-

お

き

ゅ

・

丈

若
の
浦
に
白
浪
立
ち
て
奥
つ
風
寒
き
暮
は
や
ま
と
し
念
ほ
ゆ

(
7
=
二
九

藤
原
卿
)

の
よ
う
に
、
旅
先
の
地
名
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
例
が
相
当
な
割
合
を
占
め
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
お
け
る
情
景
へ
の
感
動
が
作
歌
の
動
機

に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
対
象
の
美
的
な
性
質
の
表
現
と
し
て
白
雲

・
白

波
を
用
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

以
下
、

A
⑤
1
⑦
は
用
例
の
数
が
少
な
く
、
白
塗
の
鈴
の
実
態
は
不
明
、

ま
た
「
故
奈
の
思
良
禰
」
(
比
三
四
七
八
)
と
歌
わ
れ
る
白
嶺
の
所
在
地
は
未

詳
で
明
解
は
得
ら
れ
な
い
り
れ
ど
も
、
⑦
の
白
援
の
例
は
大
伴
家
持
の
「
陳
ヱ

防
人
悲
別
之
情
-歌
」
(
初
四
四
O
八
)
に
お
い
て
出
立
す
る
防
人
の
父
親
の
姿



を
描
く
な
か
に
み
ら
れ
、
「
ち
ち
の
実
の
父
の
命
は

の
上
ゆ

一
課
垂
り
嘆
き
の
た
ば
く
L

の
部
分
で
は
、
白
さ
を
合
意
す
る
枕
詞

「
た
く
綱
の
」
を
冠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
白
な
努
を
は
や
し
た
老
父
の
哀

れ
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
歌
に
お
け
る
毅
は
老
人
の
表
象
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
人
の
須
の
本
性
と
し
て
白
援
が
用
い
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

* 

論
の
展
開
上
、

ミ
の
両
様
の
訓
が
み
ら
れ
る

C
⑪
の
白
髪
に
関
し
て
は

B
@の
そ
れ
と
併
せ

て
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、

C
⑫
の
拷
か
ら
見
て
い
く
と
、

来

』

胤

mT'o

:
・其
山
を
振
り
放
け
見
つ
つ
暮
さ
れ
ば
あ
や
に
哀
し
み

ば
裏
さ
び
晩
ら
し
荒
妙
の
衣
の
袖
は
乾
る
時
も
無
し

(
2
一
五
九

つ
ぎ
に

C
・
D
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
シ
ラ
カ
と
シ
ロ
カ

明
け
来
れ

持
統
天
皇
)

防
防
ー
ー

か

て

魚
妙
の
布
衣
を
だ
に
き
せ
難
に
か
く
や
歎
か
む
せ
む
す
べ
を
な
み

(
5
九
O
一
山
上
憶
良
)

ひーの
恐t踏の手母母;
き」みにり)(?

ゃ:は命に
神 和fは妻
rIi紺 J に
三 布ド斎住子
雇 奉会史ど
に り笠も

目IJ に
平に
け据
くゑ
ま置
幸き
くて
ま
せ
と

語
ら
ひ
て
立
ち

手てし
に 日
天はよ
地木ゆり
の綿ふ
神か取た
祇みり ら
を持ち
乞ちね

(
3
四
四
三

大
伴
三
中
)

械
部
時
の
こ
耐
寒
ら
に

烏
玉
の
髪
は
乱
れ
て

「
白
鳥
し
の
訓
な
ど

家
問
へ
ど
家
を
も
云
は
ず

ま

ず

ら

を

ゆ

益
荒
夫
の
去

邦
問
へ
ど
国
を
も
告
ら
ず

き
の
ま
に
ま
に
此
聞
に
僅
や
せ
る

あ

か

る

て

る

に

き

あ

ら

御
服
は
明
妙
・
照
妙
・
和
妙
・
荒
妙
に
称
辞
寛
へ
奉
ら
む

9
一
八

0
0
田
辺
福
麻
呂
歌
集
)

(
祝
詞

祈
年
祭
)

な
ど
の
複
合
語
の
用
例
に
よ
っ
て
、
白
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
状

の
拷
の
布
が
想
起
さ
れ
る
。
一
方
、
単
独
の
拷
の
例
と
し
て
は
三
例、

う
ち

二
例
は
、

ね

--
-
我
が
宿
た
る
衣
の
上
ゆ

ふ

ひ

霜

落

り

磐

床

と

川
の
氷
凝
り
・:

(
l
七
九
「
或
本
従
ニ藤
原
京
一
選
コ子
寧
楽
宮
司時
歌
」
作
主
未
詳
)

か
ぎ

:
大
殿
を
振
り
放
け
見
れ
ば
白
細
布
に
鰐
り
奉
り
て
う
ち
ひ
さ
す

宮
の
舎
人
も
こ
云
九
十
)
罫
榔
の
麻
衣
蜘
れ
ば
夢
か
も
叱
品
か
も
と

雲
入
夜
の
迷
へ
る
聞
に
:
・

(

日

三
三
二
四
挽
歌
)

の
よ
う
に
、
タ
へ
ノ
ホ
の
形
を
と
る
。
こ
の
ホ
は
秀
の
意
で
、
拷
の
布
の
う

ち
白
さ
が
際
立
っ
た
も
の
を
指
す
。
拷
の
布
の
製
法
に
つ
い
て
は
、

を

み

ぎ

ぬ

・
う
ち
そ
や
し
麻
続
の
児
ら
あ
り
衣
の
宝
の
子
ら
が

a
A
U
Pり

日
曝
し
の
朝
手
作
り
を
:

さ
や

朝
月
夜
清
か
に
見
れ
ば

拷
乃
穂
に
夜
の

打
ち
し
拷
は

へ
て
織
る
布

凶
三
七
九

竹
取
翁
歌
)

が
示
す
よ
う
に
、
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
日
に
曝
し
て
白
く
す
る
。
粗
末
な

拷
布
の
場
合
、
白
く
し
な
い
ま
ま
使
用
に
供
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
き
に

み
た
明
妙
・
照
妙
は
色
彩
に
準
ず
る
次
元
で
光
沢
を
捉
え
た
も
の
と
考
え
ら

四
七



「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

れ
る
一
方
、
和
妙
(
和
細
布
・
和
霊
)
・
荒
妙
(
食
妙
)
は
織
目
の
精
組
を
捉
え

た
も
の
で
、
少
な
く
と
も
荒
妙
に
つ
い
て
は
曝
し
て
白
く
す
る
前
の
生
成
り

の
生
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、

D
⑮
酒
の
用
例
は
、

天
地
と
久
し
き
ま
で
に
万
代
に
つ
か
へ
ま
つ
ら
む
黒
酒
白
酒
を

文
室
智
努
、
天
平
勝
宝
四
年
十
一
月
二
五
日
)

ゆ
四
二
七
五

由
紀
須
伎
二
国
の
献
れ
る
黒
紀
白
紀
の
御
酒
を
赤
丹
の
ほ
に
た
ま
へ
ゑ

h

り
支
¥

(
続
紀
三
八
詔

黒
記
白
記
の
神
酒
食
へ
ゑ
ら
き
、
常
も
賜
ふ
酒
幣
の
物
賜
は
れ

天
平
神
護
元
年
十
一
月
庚
炭
)

(
続
紀
四
六
詔

な
ど
。
右
は
い
ず
れ
も
新
嘗
祭
の
例
だ
が
、
寸
中
臣
寿
詞
」
に
は
大
嘗
祭
に

お
け
る
同
様
の
用
例
が
あ
り
、
各
用
例
と
も
白
酒
と
黒
酒
と
が
対
に
し
て
用

い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

C
・
D
の
語
群
は
、
「
白

1
L
と
は
違
う
色
・
形

状
の
も
の
を
想
起
し
う
る
環
境
で
使
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
白
さ
が
賞
美
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
、
さ
き
に
見
た

A
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
。

色
彩
上
の
本
性
と
し
て
、
あ
る
い
は
賞
美
の
対
象
と
し
て
白
い
イ
メ
ー
ジ

が
想
起
さ
れ
る
A
の
語
群
シ
ラ
ー
に
対
し
、
シ
ロ

1
と
訓
ず
る

C
・
D
の
語

神
護
景
雲
三
年
十
一
月
壬
辰
)

群
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
が
想
起
さ
れ
る
な
か
か
ら
自
の
要
素
を
選
び
と
っ

て
い
く
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
い
。
ち
な
み
に
、
袖
・
衣
・
紐
・
領
巾
な
ど
の

語
に
か
か
る
枕
詞
シ
ロ
タ
へ
ノ
は
後
者
の
用
法
が
修
辞
的
な
表
現
と
し
て
定

四
)¥ 

着
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、

る
。
そ
れ
ら
は
、

わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
相
間
的
文
脈
に
集
中
す

I

l

l

i

-

-

a

 

妹
が
袖
別
れ
し
日
よ
り
白
細
の
衣
片
敷
き
恋
ひ
つ
つ
ぞ
蘇
る

(
日
二
六

O
八

I
l
l
i
-
-

ぁ

あ
け
ぬ
べ
く
千
鳥
し
ば
鳴
く
白
細
の
君
が
手
枕
未
だ
歓
か
な
く
に
作
者
不
明
)

日
二
八

O
七

同
右
)

の
よ
う
に
、
共
寝
の
場
面
を
想
起
さ
せ
た
り
、

l
I
l
l
l
1
1
1

ひ

ね

相
念
は
ぬ
人
を
や
も
と
な
白
細
の
袖
漬
つ
ま
で
に
突
の
み
し
泣
か
も

山
口
女
王
)

(
4
六
一
四

ぁ

I
l
l
i
-
-

こ
ろ
も
で

今
よ
り
は
相
は
じ
と
す
れ
や
白
妙
の
我
が
衣
袖
の
干
る
時
も
な
き

ロ
二
九
五
四

作
者
不
明
)

の
よ
う
に
、
涙
に
ぬ
れ
る
袖
を
導
い
た
り
、

吾
妹
児
に
恋
ひ
て
す
べ
無
み
白
細
布
の
袖
反
し
し
は
夢
に
見
え
き
や

(日
二
八
二一

作
者
不
明
)

の
よ
う
に
相
手
に
じ
か
に
逢
う
た
め
に
行
な
う
俗
信
を
ふ
ま
え
た
り
、
と
い

っ
た
具
合
に
そ
れ
ぞ
れ
類
例
を
多
く
持
ち
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
恋
情
表
現
と

し
て
の
所
作
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ロ
タ
へ
は
着
衣
の
色
を
反
映
し

て
い
よ
う
が
、
こ
れ
ら
枕
詞
の
例
は
、

我
が
為
と
織
女
の
そ
の
屋
戸
に
織
る
白
布
は
織
り
て
け
む
か
も

日
二
O
二
七

人
麻
呂
歌
集
)



君
に
相
は
ず
久
し
き
時
ゆ
織
る
服
の
白
袴
衣
垢
附
く
ま
で
に

(m
ニ
O
二
八

五
口
が
背
児
が
白
細
衣
往
き
触
れ
ば
染
ひ
ぬ
べ
く
も
黄
変
つ
山
か
も
同
右
)

(m一
二
九
二

1
1
1
1
1
1
1
1
1

司、，
o
ι
U

掬

e

・
五
月
蝿
な
す
さ
わ
く
舎
人
は
白
拷
に
服
取
り
著
て

ゑ

け

か

は

ら

し
咲
ま
ひ
振
る
ま
ひ
い
や
日
異
に
更
経
ふ
見
れ
ば
悲
し
き
ろ
か
も

作
者
不
明
)

常
に
あ
り

3
四
七
八

安
積
皇
子
挽
歌
、
家
持
)

な
ど
非
枕
調
の
例
に
比
べ
る
と
、
具
体
的
な
映
像
を
喚
起
す
る
力
は
弱
い
。

そ
れ
は
、
右
の
非
枕
詞
の
シ
ロ
タ
へ
が
ほ
か
な
ら
ぬ
白
色
の
布
で
あ
る
こ
と

に
重
い
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
こ
と
(
白
い
の
で
手
垢
が
つ
い
て
し
ま
う
、

も
み
ち
が
色
鮮
や
か
に
映
発
す
る
、
白
い
喪
服
を
着
る
な
ど
)
と
対
比
す
れ

ば
、
際
立
っ
た
相
違
で
あ
り
、
枕
詞
シ
ロ
タ
へ
ノ
は
本
義
か
ら
離
れ
つ
つ
あ

る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

真
十
鏡
照
る
べ
き
月
を
白
妙
の
雲
か
隠
せ
る
天
つ
霧
か
も

(
7

一O
七
九

詠
月
、
作
者
不
明
)

梅
が
枝
に
鳴
き
て
移
ろ
ふ
鷺
の
翼
白
妙
に
沫
雪
ぞ
落
る

四

一
八
四

O

詠
鳥
、
問
右
)

I
l
l
l
i
-
-ー
に

ほ

は

し

I
l
l
i
-
-
-
-

馬
並
め
て
高
の
山
へ
を
白
妙
に
令
ニ鈍
色
-た
る
は
梅
の
花
か
も

m
一
八
五
九

詠
花
、
同
右
)

な
ど
に
お
け
る
シ
ロ
タ
へ
は
、
完
全
に
本
義
を
離
れ
寸
真
白
」
の
意
で
用
い

「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

ら
れ
て
い
る
。
シ
ロ
タ
へ
が
本
来
結
び
つ
か
な
い
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る

例
が
寓
葉
後
期
に
多
い
の
は
、
白
さ
を
強
調
す
る
枕
調
と
し
て
の
用
法
が
定

(
4
)
 

着
し
た
後
の
応
用
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

こ
こ
で
美
的
な
歌
語
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
場
合
が
あ
る
シ
ラ
ー
に
対
し
、

シ
ロ
ー
は
対
比
的
に
白
を
選
択
す
る
と
い
う
見
通
し
を
確
認
す
る
た
め
に
、

高
葉
集
に
は
み
ら
れ
な
い
語
に
白
を
向
け
て
み
る
と
、

て、

シ
ロ
(
)
の
用
例
と
し

こ

〈

怯

お

ほ

ね

木
鍬
持
ち
打
ち
し
大
根

a 
岐|つ
Z ぎ

l腕2
LlJ 

枕ま城

宇奈め
り
ば

そ

根
自
の
斯
漏
多
陀
牟

知
ら
ず
と
も
言
は
め(
記
六
て
紀
五
八

b
放
是
を
以
て
出
家
人
も
白
衣
も
相
雑
り
て
供
へ
奉
る
に

(
続
紀
三
八
詔
)

C

国
津
罪
と
、
生
間
断
ち
・
死
府
断
ち
・
白
人
・
胡
久
美
(
祝
詞

た
だ
む
き

を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

a
で
は
傍
線
部
シ
ロ
腕
の
上
に
、
さ
ら
に
比
倫
表

現
「
:
・
根
白
の
」
を
伴
っ
て
お
り
、
女
性
の
腕
の
き
わ
だ
っ
た
白
さ
(
他
の

女
と
は
違
う
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
)
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

b
は
出
家

人
(
僧
侶
)
に
対
す
る
俗
人
の
意
で
用
い
ら
れ
る
ば
あ
い
に
シ
ロ
キ
ヌ
と
訓
み
、

c
は
国
つ
罪
と
し
て
十
三
種
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
一
つ
で
、
皮
膚
の

白
く
な
っ
た
人
に
つ
い
て
シ
ロ
ヒ
ト
と
い
う
。
い
ず
れ
の
例
も
対
照
さ
れ
る

六
月
晦
大
赦
)

四
九



「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

存
在
が
想
定
さ
れ
、
高
葉
集
の
用
例
を
と
お
し
て
考
察
し
た
シ
ロ

1
の
性
格

と
合
致
し
て
い
よ
う
。

* 

右
に
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、

シ
ラ
と
シ
ロ
と
の
あ
い
だ
に
、
い
わ
ゆ
る
母

且
国
交
替
の
現
象
と
は
次
元
の
違
う
、
意
味
の
上
で
の
用
法
の
区
別
が
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
意
味
用
法
の
対
立
は
、
母
音
交
替
の
あ

り
よ
う
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
単
独
の
露
出
形
に
対
し
て
被
覆
形
は
複
合
語
の
前
部
要
素
と
捉
え

ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
複
合
語
に
お
け
る
熟
合
の
度
合
が
、
被
覆
形

に
お
い
て
よ
り
強
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
例
で
い

え
ば
、
被
覆
形
シ
ラ
の
方
が
露
出
形
シ
ロ
よ
り
も
複
合
語
の
後
部
要
素
と
ふ

か
く
結
合
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
色
彩
上
の
本
性
も
し
く
は
美

的
性
格
の
表
現
と
し
て
シ
ラ

1
の
用
例
を
分
析
し
、
対
比
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

色
彩
・
形
状
が
想
定
さ
れ
る
な
か
か
ら
選
択
さ
れ
た
表
現
と
し
て
シ
ロ

1
の

用
例
を
分
析
し
た
結
果
と
、
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
。

対
比
さ
れ
る
色
が
想
定
さ
れ
る
ば
あ
い
に
シ
ロ

1
の
形
に
な
る
の
は
、
形

容
詞
と
し
て
も
色
名
と
し
て
も
シ
ロ
の
形
を
と
る
、
色
彩
語
シ
ロ
自
体
が
も

っ
特
殊
な
事
情
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
色
名
と
し
て
シ
ロ
以

外
の
語
形
が
な
く
、
か
っ
、
形
容
調
シ
ラ
シ
が
存
在
し
な
い
状
況
は
、
本
性

と
し
て
白
い
も
の
を
表
す
複
合
語
基
シ
ラ
に
対
し
て
、
対
比
さ
れ
る
色
彩
を

五
O 

念
頭
に
お
い
て
複
合
語
を
構
成
す
る
語
基
と
し
て
シ
ロ
を
選
択
さ
せ
や
す
く

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ヰ

述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
仮
名
書
き
例
を
も
た
な
い

B
の
各
用
例
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
③
白
髪
に
つ
い
て
は
次
項
で
扱
う
こ
と
と

し
て
、
複
数
の
用
例
を
も
っ
⑪

1
⑪
⑪

1
⑮
の
う
ち
、
⑪
の
浜
浪
に
つ
い
て

は
、
二
首
と
は
い
っ
て
も
一
組
の
問
答
(
日
二
八
二
二

1
一
二
)
に
し
か
み
ら
れ

ず
、
こ
れ
以
上
踏
み
こ
め
な
い
け
れ
ど
も
、
⑬
の
浜
は
、

必
ほ
さ
み

や
す
み
し
し
吾
が
大
王
の

神
な
が
ら
高
知
ら
せ
る
稲
見
野
の
大
海

よ

す

の
原
の
荒
妙
の
藤
井
の
浦
に
:
浦
を
士
口
み
う
べ
も
釣
り
は
為

ょ

う

ぺ

が

よ

め

き

を
吉
み
諾
も
塩
焼
く
あ
り
往
来
ひ
御
覧
く
も
し
る
し

浜

清
き
白
浜

(
6
九
三
八
印
南
野
行
幸
従
駕
歌
、
赤
人
)

時

ゆ

と

ま

り

む

も

ふ

な

ぴ

と

百
船
の
泊
て
る
停
と
八
島
国
百
船
人
の

定
め
て
し
み
ぬ
め
の
浦
は
:
・

百
世
歴
て
偲
は
え
往
か
む
清
き
白
浜

(
6
一
O
六
五
過
=
敏
馬
浦
-
時
作
歌
、
福
麻
呂
歌
集
)

い
ず
れ
も
行
幸
先
の
景
勝
の
浜
の
印
象
を
述
べ
た
も
の
で
、
と
も
に
「
清

き
L

と
修
飾
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
美
的
に
砂
浜
の
臼
さ
を
歌
い
あ
げ
た
も

の
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑪
の
細
砂

・
沙
の
一
方
の
例
は
右
に
引
用
し
た
一

I
l
l
l
1

ゆ
き
か
へ

O
六
五
歌
の
中
略
部
分
に
「
白
沙
清
き
浜
べ
は
去
還
り
見
れ
ど
も
飽
か

ず
」
と
あ
る
も
の
で
、
も
う
一
方
の
、

八
千
枠
の
神
の
御
世
よ
り



白
細
砂
み
津
の
黄
土
の
色
に
出
で
て
云
は
な
く
の
み
ぞ
我
が
恋
ふ
ら
く

は

日
二
七
二
五

作
者
不
明
)

と
と
も
に
、
美
的
に
対
象
を
捉
え
て
い
る
。

⑮
の
雪
、
⑮
の
木
綿
花
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
と
し
て
自
の
イ
メ
ー
ジ
を

伴
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、

1

1

1

1

3

し

栴
の
花
咲
き
落
り
過
ぎ
ぬ
し
か
す
が
に
白
雪
庭
に
零
り
重
き
り
つ
つ

(m
一
八
三
四
詠
雪
、
作
者
不
明
)

大
宮
の
内
に
も
外
に
も
ひ
か
る
ま
で
零
れ
る
白
雪
見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

げ
三
九
二
六

家
持
)

山
高
み
白
木
綿
花
に
落
ち
た
ぎ

っ
滝
の
河
内
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

金
村
、

d
小
異
歌
9
一
七
三
六
)

(
6
九
O
九

泊
瀬
川
白
木
綿
花
に
堕
ち
た
ぎ
っ
瀬
を
清
け
み
と
見
に
来
し
筈
を

詠
河
、
作
者
不
明
)

(
7
一一

O
七

な
ど
か
ら
は
賞
美
の
姿
勢
が
明
瞭
に
み
て
と
れ
よ
う
。

ま
た
、
⑬
の
真
弓
(
位
〈
弓
〉
と
も
)
は
マ
ユ
ミ
の
木
で
作
っ
た
弓
で
、
そ

の
材
質
は
白
い
と
さ
れ
る
。
弓
の
材
料
と
し
て
は
「
神
楽
歌
」
に
「
梓
弓
真

弓
槻
弓
品
も
も
と
め
ず
L

と
あ
る
よ
う
に
、
他
に
梓

・
槻
な
ど
が
著
名
だ
が
、

色
を
冠
す
る
の
は
真
弓
に
限
ら
れ
る
。
梓
弓
や
槻
弓
で
は
音
数
律
の
関
係
か

ら
色
に
か
か
わ
る
語
を
冠
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
も
考
慮
さ
れ
よ
う
が
、

白
木
の
ま
ま
使
用
に
供
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
白
真
弓
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

と
す
れ
ば
、
白
を
色
彩
上
の
本
性
と
す
る
例
と
同
列
に
扱
っ
て
よ
い
。

し
か
る
に
、
⑪
の
菅
、
⑫
の
ツ
ツ
ジ
(
管
白

・
仕
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性

と
し
て
白
を
想
起
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
菅
の
形
状
を
示
す
語
と
し
て

は
他
に
小
菅
、
静
菅
、
七
相
官
、

山
菅
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、

色
に
関
す
る

例
は
も
と
よ
り
、
対
比
で
き
る
形
状
上
の
特
徴
を
拾
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
白
菅
の
用
例
の
傾
向
と
し
て
、
地
名
「
真
野
」
に
か
か
る
枕
調
を
構

成
す
る
も
の
が
三
例
(
3
二
八

O
、
二
八
て

7

二
ニ
五
四
)
、
あ
と
の
一
例
は
、

葦
た
づ
の
楓
く
入
江
の
白
菅
の
知
ら
せ
む
為
と
こ
ち
た
か
る
か
も

(日
二
七
六
八

で
、
上
三
句
が
序
と
な
っ
て
い
て
「
白
ス
」
と
「
知
ら
せ
」
が
類
音
で
関
係

す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
修
辞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
菅
に
つ

い
て
は

J
官

の
(
根
の
)
ね
も
こ
ろ
」
の
よ
う
な
類
型
表
現
も
あ
り
、
実
体
か
ら
離
れ
て
修

作
者
不
明
)

辞
的
に
使
用
さ
れ
や
す
い
語
と
み
な
さ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
右
の
歌
の

「
臼
」
に
お
け
る
「
知
ら
」
と
の
関
係
か
ら
シ
ラ
菅
と
訓
む
こ
と
は
動
か
な

3

0

 

'ν 

一
方
の
ツ
ツ
ジ
に
関
し
て
は
白
ツ
ツ
ジ
の
ほ
か
に
丹
ツ
ツ
ジ
の
例
、

ぢ

を

か

へ

1
1
1
1
1
1
1

に

ほ

さ

・
:
龍
田
道
の
岳
辺
の
路
に
丹
管
士
の
薫
は
む
時
の
絞
花
聞
き
な
む

時

(
6
九
七
一

高
橋
虫
麻
呂
)

が
み
ら
れ
、
こ
ち
ら
は

C
・
D
の
語
群
で
見
た
対
比
的
な
特
徴
に
重
な
り
あ

う
。
寓
葉
集
の
現
存
諸
本
を
見
る
か
ぎ
り
、

三
例
の
白
管
自
(
仕
)
の
訓
は
い

五ー



「
白
鳥
L

の
訓
な
ど

ず
れ
も
シ
ラ
ツ
ツ
ジ
で
異
同
が
な
い
け
れ
ど
も
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま

え
つ
つ
用
例
の
性
格
か
ら
帰
納
す
れ
ば
、
シ
ロ
ツ
ツ
ジ
の
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
本
草
和
名
』
(
草
下
)
に
「
羊
腕
蹴
和
名
以
波
都
々

之
又
之
呂
都
々
之
」
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
ろ
う
。

以
下
、
用
例
の
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
。
@
自
社
代
は
寓
葉
集
に
は

一
例

(
叩
二
三
一
五
)
の
み
だ
が
、
紀
歌
謡
の
「
命
の
全
け
む
人
は
畳
薦
平
群
の
山

の
志
濯
伽
之
が
校
を
う
ず
に
挿
せ
こ
の
子
」
(
紀
二
三
)
に
よ
っ
て
シ
ラ
カ
シ

の
語
形
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
樫
に
つ
く
形
状
言
の
う
ち
色
に
か
か
わ
る

も
の
は
自
の
み
で
あ
る
。
⑩
白
鷺
の
ば
あ
い
、
サ
ギ
科
に
属
す
る
鳥
の
種
類

は
多
い
も
の
の
、
白
以
外
の
色
を
冠
す
る
例
が
上
代
に
は
な
く
、
本
稿
の
冒

頭
に
掲
げ
た
「
白
鳥
の
鷺
(
坂
山
)
」

(
9
一
六
八
七
)
の
表
現
や
『
本
草
和
名
』

(
獣
禽
)
の
「
鷺
〈
・:
色
白
其
音
似
人
呼
喚
者
也
:
・〉
、・
:
和
名
佐
岐
」
と
い
う

説
明
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
一
般
に
鷺
と
い
え
ば
自
の
イ
メ
ー
ジ
と
結

び
つ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
⑮
白
級
、
⑮
真
白
斑
に
つ
い
て
は
、

さ

春
山
の
聞
き
の
を
を
り
に
春
菜
採
む
妹
が
白
紐
見
ら
く
し
よ
し
も

(
8
一
四
一
二
尾
張
連
)

・
枕
附
く
つ
ま
屋
の
内
に
鳥
座
ゆ
ひ
す
ゑ
て
ぞ
我
が
飼
ふ
真
白
部
の
舵

(
四
四
一
五
四

の
傍
線
部
に
お
い
て
、
対
比
さ
れ
る
色
が
想
定
で
き
ず
、
賞
美
す
る
態
度
で

対
象
を
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
シ
ラ

1
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

家
持
)

五

四

白
髪
の
訓
に
つ
い
て

さ
て
、
c
@
の
「
白
髪
」
の
語
形
に
対
す
る

B
⑧
の
「
白
髪
」
は
、
単
に

音
数
律
の
関
係
で
選
択
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

ね

I
l
l
1
1
1
I
l
l
I
l
l
i
-
-
-
-

白
細
の
袖
指
し
か
へ
て
焼
き
疾
し
吾
が
黒
髪
の
真
白
髪
爾
成
極

玉
の
緒
の
絶
え
じ
い
妹
と

新
た
世
に
共
に
有
ら
む
と

結
び
て
し
事

は
果
さ
ず
・

の
例
で
は
、
傍
線
部
の
う
ち
「
成
極
」
に
つ
い
て
は
ナ
リ
キ
ハ
マ
リ
テ
(
旧

訓
)
、
ナ
リ
キ
ハ
ム
マ
デ
(
考
)
、
ナ
レ
ラ
ム
キ
ハ
ミ
(
考
別
案
)
、
ナ
ラ
ム
キ
ハ

ナ
リ
ナ
ム
キ
ハ
ミ
(
新
考
一
説
、
注
釈
以
下
)
等
の
諸
訓
が
あ
る
が
、

3
四
八

「悲
4

傷
死
妻
-
高
橋
朝
臣
作
歌
L
)

ミ
(
略
解
)
、

問
題
の
「
真
白
髪
爾
」
に
つ
い
て
は
マ
シ
ラ
カ
ニ
以
外
の
訓
怯
考
え
ら
れ
て

い
な
い
。
よ
っ
て
、

B
③
の
例
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
、
傍
線
部

の
直
前
に
は
「
黒
髪
」
の
語
が
あ
り
、

黒
髪
に
白
髪
交
り
老
ゆ
る
ま
で
か
か
る
恋
に
は
未
だ
相
は
な
く
に

4
五
六

大
伴
坂
上
郎
女
)

黒
髪
の
白
髪
ま
で
と
結
び
て
し
心
一
つ
を
今
解
か
め
や
も

(
日
二
六

O
ニ
作
者
不
明
)

(
嘉
の
訓
し
ら
く
る
ま
で
に
。
細
・
{
呂
・
肢
の
訓
シ
ラ
ク
ル
マ
デ
ト
。
昨
凶
本

文
「
白
髪
」
の
「
髪
」
ナ
シ
)

の
ご
と
き
黒
髪
と
対
比
さ
れ
る
シ
ロ
カ
ミ
の
訓
を
も
っ
、
C
@
の
例
と
の
あ



い
だ
に
決
定
的
な
差
異
は
認
め
が
た
い
。

し
か
し
、
シ
ラ
カ
の
訓
を
も
っ

B
@の
他
の
二
例
は
、

つ
ぎ
に
示
す
一
組

の
報
贈
歌
と
和
歌
に
現
れ
る
。

娘
子
報
4
贈
佐
伯
宿
祢
赤
麻
巴
一
歌
一
首

を
ち
み
づ

五
口
が
手
本
巻
か
む
と
念
は
む
大
夫
は
変
水
求
め
白
髪
生
ひ
に
た
り
4
六
二
七

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
和
歌
一
首

白
髪
生
ふ
る
事
は
念
は
ず
変
水
は
か
に
も
か
く
に
も
求
め
て
行
か
む

(
4
六
二
八
)

こ
こ
で
は
、
寸
変
水
」
(
若
返
り
の
水
)
と
「
白
髪
」
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
、

娘
子
に
白
髪
が
生
え
て
き
た
こ
と
を
強
調
す
る
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
二
首

と
も
に
「
黒
髪
」
と
の
対
比
に
よ
る
表
現
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、

C
⑪
の
さ
き
に
掲
げ
た
二
例
を
除
い
た
残
り
の
三
例
は
、

次
の
と
お
り
。

死
な
ば
こ
そ
相
見
ず
在
ら
め
生
き
て
在
ら
ば
白
髪
子
等
に
生
ひ
ず
在
ら

め

や

も

(

凶

三

七

九

二

竹

取

翁

歌

反

歌

第

一

首

)

1
1
1
1
1

か
く

の

ご

と

の

白
髪
し
子
等
も
生
ひ
な
ば
如
固
定
若
け
む
子
等
に
雪
ら
え
か
ね
め
や

日山
三
七
九

同

反
歌
第
二
首
)

お
ほ
き
み

ふ
る
ゆ
き
の
剖
醐
掴
ま
で
に
大
皇
に
つ
か
へ
ま
つ
れ
ば
黄
く
も
あ
る
か

17 

九

橘
諸
兄
)

「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

竹
取
翁
歌
の
反
歌
二
首
の
い
ず
れ
に
も
「
黒
髪
」
の
語
は
み
ら
れ
な
い
け

れ
ど
も
、
長
歌
に
は
「
丹
因
れ
る
子
等
が
よ
ち
に
は
み
な
の
わ
た
か
黒
し

髪
を
ま
櫛
持
ち
こ
こ
に
か
き
垂
れ
取
り
束
ね
挙
げ
て
も
纏
き
み
解
き

わ
ら

は

乱
り
章
児
に
成
し
み
・
:
」
と
あ
っ
て
、
若
い
盛
り
の
頃
の
こ
と
と
し
て
黒
髪

の
描
写
が
周
到
に
な
さ
れ
て
お
り
、
反
歌
は
こ
れ
を
受
け
た
表
現
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
橘
諸
兄
の
歌
は
天
平
十
八
年
正
月
の
元
正
上
皇
の
御

在
所
に
諸
王
諸
臣
を
率
い
て
雪
掃
き
を
行
な
っ
た
折
の
鴎
宴
で
の
詠
で
、
傍

線
部
は
当
日
の
雪
に
ち
な
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
「
黒
髪
L

の
語
は
な
い
も
の
の
、
「
之
路
髪
ま
で
に
」
の
部
分
に
時
間
の
経
過
が
示
さ

れ
、
暗
示
的
に
若
き
日
の
黒
髪
と
対
比
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

以
上
、
少
な
い
用
例
で
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

B
@の
シ

ラ
カ
と

C
@の
シ
ロ
カ
ミ
と
の
あ
い
だ
に
も
、
音
数
律
と
は
別
個
に
、
他
の

シ
ラ

i
・
シ
ロ

1
の
語
群
と
同
様
の
、
意
味
の
上
で
の
傾
向
が
捉
え
ら
れ
た
。

(5
)
 

こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五

む
す
び

白

1
の
形
を
も
っ
複
合
語
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
官
頭

の
二
首
に
お
げ
る
「
白
鳥
」
の
訓
を
考
え
る
。
シ
ラ
ト
リ
と
シ
ロ

ト
リ
の
区

別
は
、
地
名
か
否
か
、
霊
的
な
性
格
を
も
つ
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
単
に
白
い
鳥
|
美
的
か
否
か
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
|

五



「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

と
捉
え
て
い
る
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
鳥
を
念
頭
に
お
い
て
そ
の
鳥
を
白
い

と
捉
え
て
い
る
か
の
違
い
と
い
え
よ
う
。
第
二
節
で
ふ
れ
た
『
風
土
記
』
に

お
け
る
白
鳥
の
地
名
と
の
か
か
わ
り
や
『
代
匠
記
』
が
景
行
紀

・
仲
哀
紀
の

白
鳥
に
対
し
て
読
み
と
っ
た
霊
性
は
、
文
脈
の
な
か
で
派
生
し
た
も
の
と
捉

え
る
べ
き
で
、
『
古
事
記
』
の
寸
八
尋
白
千
鳥
」
に
お
け
る
ヤ
ヒ
ロ
シ
ロ
チ

ド
リ
の
訓
は
、
八
尋
に
も
な
る
大
き
な
白
い
千
鳥
を
意
味
し
、
大
き
さ
と
色

に
関
し
て
特
別
な
も
の
を
描
き
だ
し
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
例
に
対
し
て
、

mmM
坂
山
に
冠
せ
ら
れ
る
白
鳥
に
つ
い
て
は
、
さ

き
に
第
三
節
末
尾
で
述
べ
た
よ
う
に
、
サ
ギ
科
に
属
す
る
鳥
の
種
類
が
多
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
白
鷺
」
以
外
に
例
が
な
く
、
一
般
に
鷺
の
色
は
白
と
結

び
つ
い
て
い
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
シ
ラ
ト
リ
と
訓
む
の
が
よ
く
、
飛
羽
山
に

冠
せ
ら
れ
る
白
鳥
に
つ
い
て
は
一
般
の
白
い
鳥
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

ち
ら
も
シ
ラ
ト
リ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
二

例
の
シ
ラ
ト
リ
は
、
美
的
な
歌
謡
と
し
て
、
地
名
に
対
す
る
称
詞
と
な
っ
て

(
補
注
)

い
る
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
第
三
節
に
お
い
て
、
異
訓
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
の
対
象

か
ら
除
外
し
て
お
い
た
「
白
麻
衣
」
の
例
、

か
に
か
く
に
人
は
云
ふ
と
も
織
り
つ
が
む
我
が
機
物
の
白
麻
衣

寄
衣
、
人
麻
呂
歌
集
)

(
7
一
一
一
九
八

に
つ
い
て
附
言
し
て
お
く
。
こ
の
例
は
、

さ
き
に
見
た
白
衣
(
シ
ロ
キ
ヌ
)
の

五
回

文
脈
で
は
な
く
、
ま
た
素
材
と
し
て
の
白
麻
を
問
題
に
す
る
の
で
も
な
い
。

lil--

ひ

た

さ

を

麻
衣
に
青
衿
著
け
直
佐
麻
を
裳
に
は

勝
壮
鹿
の
真
間
の
手
児
奈
が

織
り
服
て
・
..
 

麻
衣
著
れ
ば
な
つ
か
し
紀
の
国
の
妹
背
の
山
に
麻
蒔
く
吾
妹

9
一
八

O
七

高
橋
虫
麻
呂
)

(
7
一
一
九
五

藤
原
卿
)

lil--

ま

よ

ひ

今
年
去
く
新
島
守
が
麻
衣
肩
の
間
乱
は
誰
か
取
り
見
む

古
歌
集
)

に
み
ら
れ
る
粗
末
な
麻
衣
を
、
特
別
な
、
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
こ
め
て
白
が
修

飾
す
る
語
構
成
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
み
手
が
思
い
を
寄
せ
て
い
る
相

手
の
男
性
に
轡
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
近
時
の
諸
注
が
採
用

7一

二
六
五

す
る
シ
ロ
キ
ア
サ
ゴ
ロ
モ
に
従
い
た
い
。

玉

高
山
寺
本
で
は
「
之
良
止
利
」
。

ζ

の
地
に
関
し
て
は
地
名
説
話
が
現
存

せ
ず
、
い
ず
れ
と
も
決
定
し
が
た
い
。

ち
な
み
に
、
「
白
雲
」
に
対
し
て
寸
青
雲
」
(
寓
葉
集
中
六
例
。
漢
文
序
一

例
と
東
国
語
形
ア
ヲ
ク
ム

一
例
を
含
む
)
、
「
白
波
」
に
対
し
て
「
中胃液」

(
一
一
例
)
と
い
う
語
が
あ
る
。
上
代
に
お
り
る
「
青
雲
」
が
中
国
文
学
に
由
来

す
る
文
学
的
用
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
井
出
胤
「
背
雲
孜
」
(
市
内
葉

第
五
号
、
昭
二
七
、
の
ち

『高
葉
集
へ
の
視
角
』
(
和
泉
書
院
)
に
所
収
)
に

2 



詳
し
く
、
憶
良
と
家
持
の
七
夕
歌
に
登
場
す
る
「
育
波
」
が
や
は
り
中
国
文

学
に
由
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

小
由民間憲之

『上
代
日
本
文
学
と
中
国
文

学
』
中
(
塙
普
一房
)
、
第
五
病
第
五
、
六
章
に
指
摘
が
あ
る
。
青
と
自
の
対
比

が
漢
籍
に
よ
る
こ
と
も
両
氏
の
指
摘
の
な
か
に
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿

で
は
、
制
配
給
の
影
響
を
受
け
た
「
白
」
が
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
に
し
て
も
、

そ
れ
は
漢
籍
の
「
背
」
が
入
っ
て
き
て
か
ら
の
こ
と
で
、
雲
や
波
の
色
の
捉

え
方
と
し
て
は
元
来
「
白
」
が
基
本
に
あ
っ
た
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
考
察

を
進
め
て
い
き
た
い
。

(
3
)
J
c
を
鹿
の
芽
に
質
き
置
け
る
露
の
白
珠
相
ふ
さ
わ
に
誰
の
人
か
も
手

に
巻
か
む
ち
ふ
」

(
8
一
五
四
七
、
藤
原
八
束
)
は
、
国
葉
集
中
三
二
例
の

「
白
玉
」
の
う
ち
唯
一
露
を
形
容
す
る
。
だ
が
こ
れ
も
萩
の
枝
に
貫
き
置
い

た
箆
を
牡
鹿
が
妻
の
た
め
に
用
立
し
た
真
珠
の
飾
り
玉
に
見
立
て
る
と
と
も

に
、
寸
白
珠
L

に
は
女
性
(
人
妻
)
を
寓
検
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
点
で
、

他
の
「
白
玉
」
の
例
と
同
様
の
性
格
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

(
4
)

他
に

7
一
一
九
二
、
日
三
三
二
五
(
以
上
作
者
不
明
)
、
時
三
六
二
五
(
丹

比
大
夫
)
、
口
四

O
O三
(
大
伴
池
主
)
。
巻
七

・
十
三
の
二
例
が
作
者
不
明

な
が
ら
各
巻
の
構
造
か
ら
比
較
的
早
い
時
期
に
詠
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
ほ

か
は
、
本
文
中
の
三
例
、
巻
十
五

・
十
七
の
各
一
例
と
も
奈
良
朝
の
作
と
み

な
さ
れ
る
。

「
白
鳥
」
の
訓
な
ど

5 

こ
の
傾
向
を
前
出
の
「
真
白
髪
爾
成
極
」
に
敷
術
す
れ
ば
、
マ
シ
ロ
キ
ニ

ナ
リ
ナ
ム
キ
ハ
ミ
の
ご
と
き
訓
が
一
案
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
こ
よ
う
。

こ
こ
で
本
文
「
髪
L

を
不
読
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
黒
髪
白
髪
左

右
跡
」
(
日
二
六

O
二
)
の
傍
線
部
に
お
け
る
嘉
暦
伝
承
本

・
細
井
本

・
神
宮

文
庫
本
の
古
訓
や
寸
ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
変
り
白
髪
手
袋
痛
き
恋
に
は
相
ふ
時

有
り
け
り
」

(
4
五
七
三
)
の
傍
線
部
が
、
シ
ラ
ク
(
白
く
な
る
意
)
の
活
用
形

で
訓
ま
れ
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。

(二

O
O二
年
三
月
十
五
日
和
、
同
年
八
月
十
九
日
補
訂
)

稿
後
、
序
詞
表
現
の
側
か
ら
、
笠
女
郎
の
「
飛
羽
山
」
の
歌
(
4
五
八
八
)

に
つ
い
て
言
及
し
た
白
井
伊
津
子
氏
の
論
(
寸
序
歌
の
意
味
と
形
式
」
高
葉
第

百
八
十
一
号
)
を
見
た
。
そ
こ
に
は
、
本
稿
で
述
べ
た
「
対
象
の
美
的
な
性

(
山
崎
)

質
の
表
現
L

と
し
て
の
「
白

1
」
に
い
さ
さ
か
か
か
わ
る
点
が
あ
る
の
で
、

言

い

添

え

て

お

く

。

(

二
O
O二
年
十
月
四
日
、
初
校
時
に
)

付
記

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
蜂
矢
其
郷
氏
、
坂
本
信
幸
氏
、
乾
善
彦
氏
、
富

原
カ
ン
ナ
氏
か
ら
貴
重
な
御
示
教

・
御
示
唆
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

補
注

(
や
ま
ざ
き

け
ん
じ

・
熊
本
県
立
大
学
助
教
授
)

五
五
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編

籍

後

記

O
百
八
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
、
論
文

四
編
。
高
松
論
文
は
、
由
義
宮
歌
垣
歌
謡
の
解
釈

の
再
検
討
に
始
ま
っ
て
、
こ
の
歌
謡
が
当
時
持
っ

た
意
味
合
い
に
迫
る
も
の
。
昨
年
度
大
会
発
表
の

成
果
で
す
。
村
上
論
文
は
、
人
麻
呂
石
中
死
人
歌

の
和
歌
史
的
位
置
づ
け
に
変
更
を
提
起
す
る
論
。

こ
れ
は
前
々
年
度
大
会
発
表
で
す
。
北
井
氏
は
、

紀
州
本
巻
十
の
江
家
本
校
合
か
ら
紀
州
本
の
系
統

を
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
山
崎
氏
は
シ
ロ

・
シ

ラ
の
使
い
分
け
を
、
意
味
の
上
か
ら
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
均
年
令
の
低
い
号
に
な
り
ま
し
た
。

編
輯
委
員
の
厳
し
い
(
無
茶
な
?
)
注
文
に
も
よ

く
答
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

。
、
」
の
夏
、
韓
国
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
百
済
の
旧
都

扶
余
を
訪
れ
ま
し
た
。
流
れ
る
白
村
江
(
錦
江

・

白
馬
江
)
に
兵
ど
も
が
夢
の
跡
を
思
う
と
と
も
に
、

そ
こ
の
博
物
館
所
蔵
の
遺
物
を
見
学
し
て
、
改
め

て
白
本
上
代
の
文
化
と
半
島
の
そ
れ
と
の
共
通
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。
斡
国
は
建
設
プ
|
ム
で
、
発

掘
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
進
む
も
の
と
思
い
ま
す
。

O
私
の
編
鞠
は
、
今
号
で
終
わ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

と
不
手
際
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
詫
び
と
と

も
に
、
お
力
添
え
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
新
編
輯

委
員
長
に
も
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
い
。
(
特

に
、
良
い
投
稿
論
文
と
多
数
の
発
表
申
し
込
み
)

(
鉄
野
昌
弘
)

〈〉

お
願
い

O

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九
O
O
|
七
|
二
九
一
四
七
前
薬
品
子
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
消
文
堂
出
版
内
商
業
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

て
投
杭
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
高
架
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
孟
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め

・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

学

会

会

則

て
本
会
は
、
国
奨
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
商
業
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
寓
葉
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
商

業
」
を
編
総

・
発
行
す
る
。

て
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

て
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
凹
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
l

八
五
八
五
)

に
置
く
。

て
本
会
の
巡
営
放
び
機
関
誌
の
編
綿

・
発
行
は
編

樹
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。



高

葉

第

百
八
十
二
号

平
成
十
四
(
ニ
D
D
ニ
)
年
十
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
四
(
ニ
ロ
口
ニ
)
年
十
月
三
十
一
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

mw
附
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
諸
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
六
口
五
)
ニ
四
一
四

編総

・
発

行

寓
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